
病院ニュース

http://www.ho.chiba-u.ac.jp/〒 260-8677 千葉県千葉市中央区亥鼻 1-8-1
TEL 043-222-7171（代表）千葉大学医学部附属病院

2009年４月　第17号　（年4回発行）

主
な
内
容

◦千葉大病院有識者懇談会  ◦「シミュレーション・センター」の整備
◦がん相談支援センター

１面

２面

３面

4面

◦新薬、医療機器をチェック〈臨床試験部〉
◦千葉中生徒「臨床試験部見学会」

◦お口を清潔に保ち、早期QOLの向上を
◦学生と職員の花展
◦採用内定看護師の早期研修

◦＜フリートーク＞呼吸器内科教授：巽　浩一郎
◦＜トピックス＞あなたのコンタクトレンズは大丈夫？
◦＜亥鼻むかし・昔＞天王塚と千葉氏 

　

臨
床
研
究
の
重
要
性
や
意
義
を
一
人
で

も
多
く
の
人
に
理
解
し
て
欲
し
い—

—

と

臨
床
試
験
部
で
は
、
広
報
活
動
の
一
環
と

し
て
各
種
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
い
て
い
ま
す
。

　

昨
年
夏
に
は
、
県
立
千
葉
中
学
校
の
医

療
ゼ
ミ
チ
ー
ム
約
10
名
を
招
い
て「
見
学

何
よ
り
も
科
学
性
、
倫
理
性
に
基
づ
い
て

■
花
岡
英
紀（
部
長
）

　

臨
床
試
験
部
は
、

新
し
く
開
発
さ
れ
た

医
薬
品
や
医
療
機
器

に
関
し
、
そ
の
効
果

と
安
全
性
を
調
べ
る

部
門
で
あ
り
、
先
端
医
療
を
担
っ
て
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
被
験
者︵
患
者
さ
ん
︶と

医
師
と
依
頼
者︵
製
薬
会
社
︶の
間
に
立
っ

て
、
試
験
が
迅
速
か
つ
的
確
・
適
正
に
実

施
さ
れ
る
よ
う
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
ま

す
。

　

そ
の
基
本
理
念
で
は「
ヘ
ル
シ
ン
キ
宣

言
」「
ベ
ル
モ
ン
ト
・
レ
ポ
ー
ト
」で
そ
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
が
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

人
を
対
象
と
す
る
医
療
に
あ
っ
て
は︿
患

者
福
祉
の
尊
重
﹀︿
患
者
の
自
発
的
参
加
﹀

が
大
原
則
。
ま
た
、
し
っ
か
り
と
し
た
科

学
的
根
拠
を
持
ち
、
高
い
倫
理
観
に
基
づ

く
判
断
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

ス
タ
ッ
フ
は
、
医
師
、
看
護
師
、
薬
剤

師
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
技
師
な
ど
い
ろ
い
ろ

な
部
門
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
で
構
成
。
何

よ
り
も
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
大
切
な
セ
ク

シ
ョ
ン
と
い
え
ま
す
。

　

こ
の
部
門
を
担
当
し
て
、
日
頃
痛
感
し

て
い
る
こ
と
は
、
外
国
、
特
に
ア
メ
リ
カ

の
Ｆ
Ｄ
Ａ︵
食
品
医
薬
品
局
︶な
ど
に
比
べ
、

わ
が
国
の
新
薬
の
認
可
に
は
き
わ
め
て
時

間
が
か
か
る
こ
と
で
す
。
こ
の
点
が
も
う

少
し
改
善
さ
れ
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

試
験
、
治
験
の
受
け
入
れ
手
続
き

■
青
柳
玲
子（
薬
剤
師
）

　

臨
床
試
験
や
治
験
の
受
け
入
れ
実
施
に

関
す
る
手
続
き
、
医

師
主
導
の
治
験
推

進
、
ま
た
治
験
審
査

委
員
会
の
事
務
を
担

当
し
て
い
ま
す
。
仕

事
は
や
や
地
味
で
す
が
、
部
門
の
基
本
的

な
部
分
に
関
わ
る
こ
と
な
の
で
、
常
に
緊

張
感
を
忘
れ
な
い
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。

患
者
さ
ん
の
不
安
を
取
り
除
く

■
斎
藤
美
和（
Ｃ
Ｒ
Ｃ
・
看
護
師
）

　
「
Ｃ
Ｒ
Ｃ
」は
、
ク

リ
ニ
カ
ル
リ
サ
ー

チ
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
こ
と
で
、
看

護
師
、
薬
剤
師
、
臨

床
検
査
技
師
の
資
格
を
持
つ
臨
床
試
験
の

専
門
ス
タ
ッ
フ
の
こ
と
。
私
の
仕
事
は
、

看
護
師
と
し
て
、
治
験
が
決
ま
っ
た
患
者

さ
ん
の
不
安
を
取
り
除
く
た
め
の
支
援
を

す
る
こ
と
で
、
こ
こ
で
は
看
護
師
の
経
験

を
フ
ル
に
生
か
し
て
い
ま
す
。

　

医
師
、
患
者
さ
ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
は
も
っ
と
も
大
切
で
、
特
に
患
者

さ
ん
が
強
く
希
望
さ
れ
て
い
る
新
薬
が
公

式
に
認
可
さ
れ
た
と
き
は
、
大
き
な
喜
び

を
感
じ
ま
す
。

Ａ
Ｒ
Ｏ
の
一
員
と
し
て
充
実
し
た
日
々

■
片
山
加
奈
子（
Ａ
Ｒ
Ｏ
推
進
室
・
薬
剤
師
）

　

治
験
と
臨
床
試
験

の
中
核
病
院
に
指
定

さ
れ
た
の
に
伴
い
、

千
葉
大
附
属
病
院
に

は「
Ａ
Ｒ
Ｏ
推
進
室
」

が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
私
は
医
師
３
名
、

薬
剤
師
２
名
、
法
律
専
門
家
１
名
、
他
４

名
の
計
10
名
の
ス
タ
ッ
フ
の
一
員
と
し
て
、

臨
床
試
験
の
科
学
性
、
倫
理
性
を
検
討

し
、
研
究
計
画
デ
ー
タ
の
管
理
、
治
験
者

の
保
護
な
ど
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

ど
の
仕
事
も
、
専
門
性
を
要
求
さ
れ
る

た
め
、
む
ず
か
し
さ
を
痛
感
し
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
だ
け
に︿
や
り
が
い
﹀も
あ
り
、

充
実
し
た
毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

一
人
で
も
多
く
の
患
者
さ
ん
を
救
う
た
め

新
薬
、医
療
機
器
を
チ
ェ
ッ
ク
！

　

大
学
病
院
は
、
新
し
く
開
発
さ
れ
た
医
薬
品
や
医
療
機
器
に
関
し
て
試
験
を
行
い
、
よ

り
よ
い
治
療
法
を
確
立
し
て
、
患
者
さ
ん
の
期
待
に
応
え
る
使
命
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
に
は〈
科
学
的
〉で〈
倫
理
性
〉に
基
づ
い
た
臨
床
試
験
が
不
可
欠
と
い
え
ま
す
。

　

千
葉
大
学
医
学
部
附
属
病
院
に
は〈
臨
床
試
験
部
〉が
あ
り
、
厚
生
労
働
省
か
ら
全
国

十
ヵ
所
あ
る「
治
験
と
臨
床
試
験
の
中
核
病
院
」の
う
ち
の
一
施
設
と
し
て
指
定
を
受
け
、

「
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
臨
床
研
究
機
関（
Ａ
Ｒ
Ｏ
）推
進
室
」を
設
置
し
て
業
務
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

以
下
、
臨
床
試
験
部
の
花
岡
英
紀
部
長
を
は
じ
め
各
部
門
ス
タ
ッ
フ
に
役
割
、
心
構
え

な
ど
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

将来、医学の道を志してくれれば…
千葉中生徒の「臨床試験部見学会」

●臨床試験・治験管理業務
　臨床試験および治験の受け入
れ、実施に関する諸手続きの取
り扱いなどの事務局業務および
治験審査委員会事務局業務を
行っています。医師主導治験の
推進も行っています。

●コーディネート業務
　治験依頼者、治験責任医師お
よび被験者の間に立って、治験
が適正に実施されるよう支援し
ます。支援内容は被験者のリク
ルート、同意取得時の補助説明、
被験者のケア、症例報告書作成
補助、直接閲覧への対応など。

●事前審査・ヒアリング業務
　臨床試験の実施について科学
性、倫理性を検討し、ＩＲＢに審
査資料を提出しています。

●教育研修セミナー
　臨床試験および治験の推進の
ための教育セミナーを開催。

●臨床試験部ミーティング
　臨床試験の実施に関する問題
点につき、部長を中心にスタッ
フ全員で検討を行っています。

会
」を
開
き
ま
し
た
。

　

当
日
生
徒
た
ち
は
、
臨
床
試
験
に
つ
い

て
治
療
の
歴
史
や
そ
の
概
要
を
学
ん
だ
後
、

薬
剤
部
内
の
調
剤
室
、
注
射
剤
室
、
治
験

管
理
室
な
ど
を
見
て
ま
わ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
際「
Ｍ
Ｒ
Ｉ
も
見
て
み
た
い
」と
の

声
が
挙
が
っ
た
た
め
、
急
き
ょ
場
所
を
放

射
線
部
に
移
し
て
Ｃ
Ｔ
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
Ｒ
Ｔ

な
ど
の
設
備
に
関
し
て
病
院
側
が
説
明
。

こ
こ
で
医
療
機
器
の
機
能
に
つ
い
て
、
ま

た「
新
薬
は
ど
の
よ
う
な
経
過
で
誕
生
す
る

の
か
？
」と
い
っ
た
活
発
な
質
問
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

　

対
応
に
当
た
っ
た
臨
床
試
験
部
の
医
師

は「
生
徒
さ
ん
た
ち
か
ら
は
、
新
し
い
技

術
、
新
し
い
治
療
法
に
関
す
る
か
な
り

突
っ
込
ん
だ
質
問
も
あ
り
、
驚
い
て
い
る
。

将
来
、
医
学
の
道
を
志
し
て
く
れ
れ
ば
…
」

と
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の「
見
学
会
」に
参
加
し
た
生

徒
さ
ん
に
そ
れ
ぞ
れ
い
く
つ
か
の
テ
ー
マ

を
提
供
し
、
齋
藤
康
学
長
が
千
葉
中
で
授

業
を
し
た
際
、
発
表
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

臨床
試験部

　亥鼻山の桜，特に連絡道路（病院正面から西へ伸
びる医学部に続く尾根道です）の桜のトンネルは、
私のみならず皆様も毎年楽しみにしておられるこ
とと思います。その連絡道路の脇に、桜の新しい
苗が植えられているのにお気づきでしょうか。
　数年前，亥鼻山の桜は「天狗巣病」という病気が
広がり，葉は繁っているのに花がつかず、鳥の巣
のような場所が増えていました。
　調べてみると、これはソメイヨシノに多い感染
症で，天狗巣となった葉は早く枯れてしまい，そ
の中の菌がさらに病気を広げていくとありました。
　このままでは大変なことになる―当時、病院長
で現学長の齋藤康先生に相談したところ、天狗巣
の部分を切り取るだけでなく，「ソメイヨシノの
寿命は50～60年なので、植え替えも進めて行きま
しょう」ということになりました。
　「天狗巣病」の治療には何年かかかるといわれ，
もう少しばかり作業が必要かと思いますが，美し
い亥鼻山の桜が今後も私たちを喜ばせてくれるこ
とになり、御尽力いただいた方々にとても感謝し
ております。

（脳神経外科　村井尚之）

亥
鼻
の
桜

臨床試験部の主な活動

〈ミニニュース〉
レジデントハウスがオープン/糖尿病新患指導/
臨床医学研究助成会について

コラム
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千葉大病院
有識者懇談会

　「HbA1c（ヘモグロビンエーワンシー）ってよく聞
くけど何？」「インスリン注射って始めたらずっと続け
るの？」「バランスの良い食事って？」など、糖尿病治療
についてわいてくる疑問はたくさんあると思います。
　糖尿病は、合併症の症状がないうちに正しく理解し
て治療を進めることが大切。当院では、糖尿病患者さ
ん向けの教室を右の表のような内容で行っています。
ぜひ、この機会に糖尿病新患指導を受けてみません
か？　
　予約制になっておりますので、ご希望の際は担当の
医師にお申し出ください。

検査、薬、療法いろいろ
●糖尿病新患指導（糖尿病教室） 　病院経営の理念のひとつに臨床医学の発展を掲げている本院ですが、臨床医学研

究の推進に欠かせない組織として「千葉大学医学部附属病院臨床医学研究助成会」が
あります。
　この助成会は、昭和53年に、県内の医療・医学研究の中核的な役割を担う本院の
臨床医学研究および診療の充実を図るために設立されました。
　以来、今日までの30年の長きにわたり経済的な支援をいただいており、現在も、
地域貢献に対する意識の高い県内の有力企業40社および個人により組織され、ご支
援いただいています。
　助成金は、医療機器の購入、最先端医療を担う医療者の育成のため海外の大学、
病院等における職員研修の実施の他、患者さんの療養環境を充実させるため花壇、
観葉植物、絵画等の環境整備、院内コンサート、いけばな展等の実施に使わせてい
ただいています。

　

本
院
の
実
情
に
つ
い
て
理
解
を
得

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
医
学
の
教

育
・
研
究
の
よ
り
一
層
の
発
展
に
役

立
て
る
た
め
、
広
く
学
外
の
有
識
者

か
ら
自
由
な
意
見
を
聴
く
た
め
に
、

さ
る
3
月
2
日「
千
葉
大
病
院
有
識

者
懇
談
会
」が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
、
地
域
の
関
係
者
や

病
院
に
関
し
て
高
い
識
見
を
有
す

る
、
加
賀
美
幸
子︵
千
葉
市
女
性
セ

ン
タ
ー
名
誉
館
長
︶、
土
屋
秀
雄︵
千

葉
日
報
社
相
談
役
︶、
手
島
英
男︵
千

葉
中
央
会
計
事
務
所
所
長
︶、
土
肥

紅
繪︵
千
葉
県
美
術
会
常
任
理
事
︶、

橋
本
照
稔︵
大
本
山
成
田
山
新
勝
寺

貫
首)

、
早
川
恒
雄︵
千
葉
銀
行
相
談

役
︶の
委
員
６
名
の
出
席
に
よ
り
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

懇
談
会
席
上
で
は
、
ま
ず
病
院

側
か
ら「
医
師
確
保
の
取
組
み
」や「
周
産
期
・
救
急
医
療
、
地
域

医
療
へ
の
貢
献
」、「
看
護
師
確
保
へ
の
取
組
み
」等
、
本
院
の
現

状
に
つ
い
て
説
明
の
あ
と
に
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、「
女
性
医
師

の
職
場
復
帰
策
」や「
臨
床
研
修
制
度
の
改
正
と
医
師
派
遣
の
見
通

し
」な
ど
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
質
疑
応
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　

特
に
、
報
道
に
よ
り
社
会
の

注
目
を
集
め
て
い
る
地
域
医
療

に
関
し
て
は
、「
な
ぜ
地
域
の
病

院
の
診
療
科
が
な
く
な
っ
て
き

て
い
る
の
か
？
」、「
今
後
の
地

域
病
院
に
対
す
る
医
師
派
遣
の

見
通
し
は
？
」な
ど
の
質
問
の
ほ

か
、「
地
域
医
療
の
重
要
性
を
徹

底
し
て
教
育
す
る
シ
ス
テ
ム
を

つ
く
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」と
の

要
望
も
出
さ
れ
る
な
ど
、
活
発

な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
で
第
10
回
目
の
開
催
と

な
っ
た
有
識
者
懇
談
会
。
本
院

で
は
、
今
回
頂
い
た
意
見
を
本

院
の
運
営
に
役
立
て
る
と
と
も

に
、
今
後
も
普
段
は
聞
く
こ
と

の
で
き
な
い
千
葉
県
各
界
の
識

者
の
声
を
聞
く
貴
重
な
場
と
し

て
役
立
て
、
よ
り
良
い
病
院
づ

く
り
へ
と
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

　医学教育にお
いて「臨床現場が
最高の教室」「患
者さんが最高の
教師」といわれて
きました。その
とおりなのです

が、ただし最高であっても完全ではありません。
臨床での教育は、患者さんにある程度の協力をお願い
せざるを得ず、安全の面からもモラルの面からも問題
がありました。このような背景より、最近では臨床で
手技を行う前に、人形などを使って練習、学習するシ
ミュレーション教育の重要性が認識されつつあります。
　シミュレーション教育では、侵襲（危険性）のある手
技でも繰り返し練習可能であり、救急など、つい緊張
してしまうような場面では、事前のシミュレーションが
心に余裕を生み安全にもつながります。また、大勢の
学習者に均一の学習機会を与えられる——など利点は
多くあります。
　本院では、これまでもシミュレーション教育に取り
組んできましたが、この春より新たに「シミュレーショ
ン・センター」を整備しました。常時使用可能なさまざ
まなシミュレーターの設置とともに、それらを使用した
教育プログラムを運営し、新人の医師、看護師および
学生の教育に努めています。

（総合医療教育研修センター　田邊 政裕　清水 孝徳）

　

地
域
医
療
連
携
部
が
担
当
し
て
い
る

「
が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」で
は
、
患

者
さ
ん
や
ご
家
族
の
医
療
と
福
祉
に
関

す
る
相
談
を
、
専
門
の
相
談
員︵
医
師
、

看
護
師
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
︶が

お
受
け
し
て
い
ま
す
。

　
「
が
ん
」と
言
わ
れ
る
と
、
さ
ま
ざ

ま
な
心
配
事
や
不
安
が
出
て
き
ま
す
。

「
治
療
や
検
査
に
か
か
る
医
療
費
が
高

額
と
な
り
心
配
」「
今
後
の
生
活
を
ど
う

し
よ
う
」な
ど
で
す
。
そ
の
よ
う
な
と

き
は「
が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
︵
地

域
医
療
連
携
部
内
︶」に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
患
者
さ
ん
や
ご
家
族
の
困
っ
て
い

る
状
況
や
不
安
の
内
容
、
希
望
を
お
伺

い
し
、
医
療
福
祉
制
度
を
紹
介
し
た

り
、
自
宅
で
過
ご
す
方
法
を
共
に
考
え

た
り
、
転
院
先
を
探
す
お
手
伝
い
を
し

た
り
、
関
係
機
関
や
院
内
の
ス
タ
ッ
フ

と
の
連
絡
調
整
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

入り口の様子

私たちが相談をお受けしています

１回目 ２回目

日　時
隔週水曜日 午後12：45～
　　　　　（開始13：00～）

指導（教室）受講後翌々週の火曜日
　　午後14：00～

内　容

『糖尿病食事療法について①』
（管理栄養士）
『血糖コントロールに用いる検
査について』

（臨床検査技師）
『糖尿病に用いるお薬について』
（薬剤師）
『糖尿病治療の基本』（糖尿病・
代謝・内分泌内科医師）

『運動療法について』
（リハビリテーション部医師）
『糖尿病食事療法について②』
（管理栄養士）

※　糖尿病新患指導（教室）は2回セットになっており、1回目は集団でお
話を聞いていただき、2回目は運動と食事について1人ひとりにあわせた
ご相談をお受けしています。

30年にわたり経済的支援
●臨床医学研究助成会について

学外有識者の声を聞き、
運営に役立てる

委員との意見交換

冒頭挨拶を述べる河野病院長

「シミュレーション・センター」の整備医療費のこと、
生活の不安などを対象に—

●がん相談支援センター

　

初
め
て
の
方
の
相
談
受
付
時
間
は
、

月
曜
日
～
金
曜
日
、
9
：
30
～
16
：
30

で
す
。
ま
ず
、
担
当
の
病
院
ス
タ
ッ
フ

に
利
用
し
た
い
旨
を
お
申
し
出
く
だ
さ

い
。
な
お
、
電
話
で
の
ご
相
談
は
お
受

け
し
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く

だ
さ
い
。
直
接
お
越
し
い
た
だ
い
て
も

受
付
で
き
ま
す
が
、
お
待
ち
い
た
だ
く

場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
事
前
に
予

約
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
に
し

棟
地
下
1
階
、
婦
人
科
外
来
の
そ
ば
に

あ
り
ま
す
。

パンフレットを
ご自由にお取ください。
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「
心
が
癒
さ
れ
ま
し
た
」

●
学
生
と
職
員
の
花
展

　

3
月
16
日
～
17
日
の
2
日
間
、
本
院
外
来
2
階
ホ
ー
ル
で
第
10
回

学
生
と
職
員
に
よ
る
花
展「
花
と
や
す
ら
ぎ
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
花
展
は
、
職
員
と
学
生
が
所
属
す
る
千
葉
大
学
医
学
部
附
属

病
院
小
原
流
い
け
ば
な
の
会
が
開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

河
野
病
院
長
を
は
じ
め
同
会
に
所
属

す
る
会
員
の
作
品
12
点
が
展
示
さ
れ
た

会
場
で
は
、
参
観
者
が
足
を
止
め
て
見

入
り
、
安
ら
ぎ
の
ひ
と
と
き
を
過
ご
し

て
い
ま
し
た
。

　

参
観
者
か
ら
は「
病
院
内
で
の
生
け

花
は
、
日
常
を
忘
れ
さ
せ
、
穏
や
か
な

ひ
と
と
き
を
く
れ
ま
し
た
」、「
す
て
き

な
花
た
ち
を
見
る
と
心
が
癒
さ
れ
ま

す
」な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

「
自
分
の
仕
事
が
イ
メ
ー
ジ
で
き
て
よ
か
っ
た
！
」

●
採
用
内
定
看
護
師
の
早
期
研
修

　

看
護
部
で
は
、
新
採
用
者
が
で
き

る
だ
け
早
く
仕
事
に
な
じ
ん
で
、
患

者
さ
ん
に
安
全
・
確
実
な
看
護
技
術

を
提
供
で
き
る
よ
う
、
毎
年
採
用
内

定
者
を
対
象
と
し
た
早
期
研
修
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
3
月
16
日
～
30
日
に
か

け
て
実
施
さ
れ
、
合
計
103
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

研
修
の
内
容
は
、「
点
滴
の
準
備

と
実
施
」「
輸
液
ポ
ン
プ
と
シ
リ
ン

ジ
ポ
ン
プ
」「
車
椅
子
移
動
」「
点
滴
中

の
患
者
の
寝
衣
交
換
」「
血
糖
値
の
測
定
と
イ
ン
ス
リ
ン
の
皮
下
注
射
」

「
浣
腸
」、
そ
し
て
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
を
使
っ
て
症
状
や
観
察
か
ら
必
要
な

看
護
を
考
え
る「
フ
ィ
ジ
カ
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト
」な
ど
、
い
ず
れ
も
就
職

す
れ
ば
現
場
で
す
ぐ
に
必
要
に
な
る
看
護
技
術
で
す
。

　

受
講
者
は
、
1
ヵ
月
前
に
送
ら
れ
て
き
た
資
料
を
読
み
、
自
己
学

習
を
し
た
う
え
で
、
朝
８
時
か
ら
夕
方
５
時
ま
で
の
ハ
ー
ド
な
研
修

に
参
加
し
ま
し
た
。

　

病
棟
の
ベ
テ
ラ
ン
看
護
師
に
加
え
、
薬
剤
師
、
臨
床
工
学
技
士
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
の
専
門
家
か
ら
、
熱
心
な
指
導
を
受
け
た
参

加
者
か
ら
は
、「
実
際
の
業
務
に
沿
っ
た
内
容
だ
っ
た
の
で
、
イ
メ
ー

ジ
が
で
き
た
」「
数
年
前
に
習
っ
た
技
術
だ
っ
た
の
で
、
復
習
が
で
き
て

よ
か
っ
た
」「
初
め
て
扱
う
機
械
や
物
品
で
練
習
で
き
た
の
で
、
少
し
不

安
が
減
っ
た
」「
指
導
者
に
、
自
分
の
経
験
や
コ
ツ
も
含
め
て
教
え
て
も

ら
え
て
よ
か
っ
た
」な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　研修医の研修環境の向上を目指し、研修医向け宿舎「レジデ
ンス亥鼻」を大学附属病院隣接地に、開設しました。
　３月19日にオープニングセレモニーが開催され、テープ
カットの後、引き続き内覧会が行われました。
　本院では、これまでも給与の改定、研修医室の設置、既存宿
舎への研修医の入居資格の付与等、研修環境改善に取り組んで
きました。
　今回のレジデントハウスのオープンは、この流れをさらに推し進めるもので、本
院におけるさらなる研修医確保への効果が期待されます。
　鉄骨造り地上４階建て、単身用の39室を備えているこの「レジデンス亥鼻」は、今
後本院の研修医確保の一助とし、安心・安全な医療の提供と人間性豊かな優れた医
療人の育成に努めていきます。

　「HbA1c（ヘモグロビンエーワンシー）ってよく聞
くけど何？」「インスリン注射って始めたらずっと続け
るの？」「バランスの良い食事って？」など、糖尿病治療
についてわいてくる疑問はたくさんあると思います。
　糖尿病は、合併症の症状がないうちに正しく理解し
て治療を進めることが大切。当院では、糖尿病患者さ
ん向けの教室を右の表のような内容で行っています。
ぜひ、この機会に糖尿病新患指導を受けてみません
か？　
　予約制になっておりますので、ご希望の際は担当の
医師にお申し出ください。

検査、薬、療法いろいろ
●糖尿病新患指導（糖尿病教室）

　

本
院
で
は
こ
の
３
月
よ
り
口
腔
ケ
ア
専

門
外
来
を
開
設
し
ま
し
た
。

＂
口
腔
ケ
ア
＂と
は
口
腔
の
疾
病
対
策
予

防
、
健
康
保
持
・
増
進
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
り
※

Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
向
上
を
め
ざ

し
た
医
療
で
す
。
簡
単
に
言
え
ば
、
む
し

歯
、
歯
周
病
の
治
療
や
義
歯
、
歯
の
詰
め

■応募またはお問い合わせ先

レジデントハウス外観

物
の
不
適
合
の
調
整
や
口
腔
乾
燥
の
改
善

な
ど
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
口
腔
の
環
境

を
整
え
、
外
来
通
院
・
入
院
中
の
治
療
に

伴
う
口
内
炎
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
を
予
防
・

軽
減
さ
せ
る
と
と
も
に
本
来
の
治
療
を
継

続
し
て
頂
き
ま
す
。
そ
し
て
、
治
療
後

は
、
口
腔
内
に
生
じ
た
ト
ラ
ブ
ル
を
早
期

に
改
善
さ
せ
、
口
よ
り
栄
養
を
摂
取
し
て

頂
き
、
早
期
に
社
会
復
帰
で
き
る
よ
う
口

腔
ケ
ア
外
来
に
て
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

実
際
、
口
腔
ケ
ア
に
よ
り
口
腔
が
清
潔

に
な
れ
ば
感
染
症
、
※

誤
嚥
性
肺
炎
の
予

防
に
な
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
全
身
の
健

康
を
高
め
る
こ
と
に
も
繋
が
り
ま
す
。
あ

る
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
で
の
研
究
で
も
口

腔
ケ
ア
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
た
ほ
う

が
、
入
院
在
院
日
数
が
短
く
、
口
か
ら
栄

養
が
取
れ
る
ま
で
の
期
間
を
短
縮
で
き
、

さ
ら
に
合
併
症
の
発
生
率
も
下
が
る
と
い

う
統
計
が
出
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
放
射
線
や
抗
癌
剤
等
の
が
ん

治
療
に
よ
り
疼
痛
を
は
じ
め
と
す
る
口
腔

テープカットを行う
（左から）石村昌之研
修医代表、金子同仁
会会長、齋藤学長、
河野病院長、田邊総
合医療教育研修セン
ター長

色とりどりの花に見入る参観者

看護師･助産師
募 集!

■資格／看護師・助産師免許を取得されている方
　　　　または新卒者で取得見込みのある方
■待遇／当院規定により優遇します。
■応募／電話連絡の上履歴書・看護師等の免許証（新
卒の方は成績証明書）を郵送下さい。なお、選考日に

ついては本院HPを参照してください。

常勤職員

総務課人事係　　（内線6020）
看護部副看護部長室（内線6518）☎043-222-7171

http://www.ho.chiba-u.ac.jp/recruit.html
千葉大学医学部附属病院

応募随時受付

症
状
、
口
腔
粘
膜
炎
、
歯
科
疾
患

の
憎
悪
が
し
ば
し
ば
起
き
る
こ
と

が
知
ら
れ
て
お
り
、
時
に
、
が
ん

治
療
の
妨
げ
に
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ら
の
口
腔
症
状
や
歯

科
疾
患
の
悪
化
に
対
し
て
、
口
腔

ケ
ア
や
歯
科
治
療
が
有
効
で
あ

る
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
こ

で
、
さ
ら
に
、
そ
の
有
効
性
を
高

め
る
た
め
に
千
葉
県
歯
科
医
師
会

と
と
も
に
科
学
的
に
調
査
・
評
価

し
、
歯
科
的
介
入
に
よ
り
ス
ム
ー

ス
で
、
苦
痛
が
よ
り
少
な
い
が
ん

治
療
を
実
現
す
る
こ
と
も
、
こ
の

外
来
の
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

　

口
腔
は
呼
吸
、
食
事
、
会
話
の

た
め
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
大
切

な
器
官
で
す
。
病
気
治
療
中
も
口

腔
の
健
康
を
保
ち
、
お
い
し
く
食

べ
て
、
楽
し
く
会
話
が
で
き
る
生

活
を
過
し
病
気
に
立
ち
向
か
っ
て

頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た

め
に
も
病
気
療
養
中
の
患
者
さ
ん

は
是
非
、
口
腔
ケ
ア
外
来
を
受
診

し
て
下
さ
い
。
ご
希
望
の
患
者
さ

ん
は
受
診
科
担
当
医
あ
る
い
は
歯

科
・
顎
・
口
腔
外
科
外
来
受
付
に

ご
相
談
下
さ
い
。

︵
口
腔
ケ
ア
外
来　

丹
沢
秀
樹
︶

平成22年度 お
口
を
清
潔
に
保
ち
、

早
期
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
向
上
を

＊ＱＯＬ＝Quality of Life（クォリティ・オブ・ライフ）の略語。「生活の質」の意。
＊誤嚥（ごえん）性肺炎＝飲食物や唾液が食道ではなく気管に入ってしまったときに、細菌が気管や肺に流れ込んで起きる肺炎。

Heart,
Skill 
Responsibility

私たちが
目指すもの

心のこもった看護と

先進医療を支える看護技術を

看護職として責任を持って提供することです

レジデントハウスがオープン！
●研修環境の向上を目指して

口腔ケア専門外来を開設
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トピックス

高
血
圧
、糖
尿
病
も
招
く
無
呼
吸
症
候
群

100

100

喫
煙
や
め
ら
れ
な
い
の
は
ニ
コ
チ
ン
中
毒
症

12―

10

肺
の
血
管
が
詰
ま
り
酸
素
不
足

　

千
葉
大
学
医
学
部
の
敷
地
内

と
敷
地
外
に
あ
る
七
天
王
塚
の

七
つ
の
塚
は
、
千
葉
氏
が
信
仰

し
た
北
極
星
も
し
く
は
北
斗
七

星
を
表
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

妙
見
さ
ま
を
信
仰
し
た
千
葉

氏
と
七
天
王
塚
と
の
関
わ
り
は
、

古
い
文
献
を
紐
解
い
て
み
て
も
、

な
か
な
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
そ

こ
で
、
七
天
王
塚
を
詳
し
く
調

べ
て
み
る
と
、
千
葉
氏
伝
承
と

の
関
係
を
う
か
が
わ
せ
る
碑
が

あ
り
ま
す
。

　

安
永
二
年
の
造
営
碑
銘
が
あ

る
牛
頭
天
王
の
碑
に
は「
大
治
元

丙
午
六
月
朔
日
平
常
重
代
」と

書
か
れ
て
い
る
の
で
す
。
大
治

元
年（
一
一
二
六
）と
は
、
千
葉
常

重
が
亥
鼻
の
地
に
城
を
構
え
た

F R E E      T A L K〈フリートーク〉

江戸時代にも千葉氏再興を祈って

そ
の
た
め
、
千
葉
氏
と
七
天
王

塚
と
が
結
び
付
け
ら
れ
、
七
天

王
塚
を
千
葉
氏
の
七
人
の
家
臣

の
墓
、
あ
る
い
は
兄
弟
の
墓
と

い
う
伝
承
も
あ
り
ま
す
。

（
妙
見
信
仰
研
究
家
・
宮
原
さ
つ
き
）

「
千
葉
開
府
」と
い
わ
れ
る
、
千

葉
氏
に
と
っ
て
重
要
な
年
で
す
。

「
平
常
重
代
」と
は
、
常
重
の
代

わ
り
に
造
っ
た
と
い
う
意
味
で

し
ょ
う
。

　

こ
の
碑
が
造
ら
れ
た
安
永
二

年（
一
七
七
三
）は
、

大
治
元
年
か
ら
六

五
〇
年
余
り
経
っ

た
江
戸
時
代
で
す
。

安
永
年
間
に
な
っ

て
も
千
葉
の
人
々

は
千
葉
氏
を
偲
び
、

こ
の
碑
を
建
て
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

江
戸
時
代
の
千
葉

の
人
々
は
、
千
葉

氏
が
再
興
す
る
こ

と
を
祈
っ
て
い
た
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　春がやってきました。本号のコラムでも取り上げられている千葉

大病院周辺の桜を、皆さんはご覧になりましたか？不景気が嘆かれ、

地球温暖化が懸念される昨今、あたりまえであるはずの春の訪れや

桜花のほころびをとても貴重なものとして感じます。

　以前、私が暮らしていた北欧スウェーデンの街では、暗く寒い冬が７ヵ月も続

いたあと、５月の最初の１週間で草木が一気に萌え、大地が緑に変わります。こ

のため、人々は春を［explosion（爆発）］と表現していました。

　それに比べると、日本の春はとても穏やかですが、新たな生命の息吹を感じ、

一年のうち最も癒される季節であることに違いはありません。千葉大病院も、私

たちを頼り訪れる方々を常に癒してくれる春のような存在でありたいと思います。

あとがき
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千
葉
大
学
大
学
院
医
学
研
究
院

呼
吸
器
内
科
教
授

　

  

巽　

浩
一
郎

呼
吸
器
疾
患
は
全
身
を
写
す
鏡

注
意
し
ま
し
ょ
う
！
イ
ビ
キ
や
喫
煙

　コンタクトレンズ。眼鏡と同様知らない人はいない視力矯正の重要なツールですね。あまり

に身近になったため「どんなコンタクトレンズも医療器具である」という認識が薄れてきているよ

うに思われます。

　また、使い捨てという言葉にも惑わされていませんか。２週間や１ヵ月で交換するタイプで

も、一度眼に触れるので必ず汚染されています。きちんとケアしなければ、微生物がたっぷり

ついたレンズをわざわざ眼にのせているのと同じこと、使い捨てにした意味がありません。

　そして、どのレンズケア製品もこすり洗いとすすぎは必須です。一本ですべてまかなえるタ

イプでも、こすり洗いをしないと、汚染されたままだということが分かっています。もちろん、

ケースも定期的に交換が必要です。汚染されていますからね。

　平成19年から行われたコンタクトレンズ関連角膜感染症全国調査では、入院が必要となった

重症症例のうち、治療３ヵ月後でも21％の症例は視力が0.1未満、21％の症例が0.1～0.6と眼鏡

やコンタクトレンズを使用しても視力不良となっています。原因は、レンズケアがきちんと行わ

れていなかったことによるものでした。

　コンタクトレンズが原因で、眼鏡をかけても視力が出ないのでは悲しいですね。もう一度使

用方法、レンズケアを見直してみてください。

あなたのコンタクト
レンズは大丈夫？

〔プロフィール〕
　信条・趣味＝生活信条は〈温故知新〉（古きをた
ずね新しきを知る）、また〈不易流行〉（根本を変え
ずに新しい物を加えていく）。どちらも、医学の世
界では重要なことで、私のモットーでもある。
　体を動かすことが好きで、ストレス解消のた
め、朝三㎞のランニングをしている。音楽も好き
で、クラシックを聴きながら書き物をすると集中
できる。

（編集委員　糖尿病・代謝・内分泌内科　横手幸太郎）

（眼科　平松彩子）

七天王塚と千葉氏

千葉常重が大治元年に大椎から亥鼻に居城を移した
（現在の千葉市郷土博物館）


